
都市近郊における鶏糞処理托ついて  

（ビニール ノ＼クス利用の親尭乾燥法）  

麒 内 正 芳、 清 水 明 良、 宮 下 光 男   

1∴目  的   

都市近郊忙おける謹穏の糞便処理はその臭気と昆虫類の発生源として問題を絵起している。  

糞便の処理は磯城乾炊が主体となり各種の脱臭法がとられているか乾娩機の耐用年数や嬬碑の  

面忙おいても色々と問題があるので経蜂が安くて実行しやすい方法としてビニ」ルハウスを利   

用し鶏糞を乾燥する方法を試みた。   

2．方 法  第一次試験  

（1）ビニールハウスの構造  

ノ＼ウスの大ききは、5．4mx2．7m．軒覇1．8m．株高2．2m、木製でビニールは厚さ   

0，2託凛のものを張った。入口ほ1，2mのものでビニール張りの靡をつけ、入口の反対側の外   

K9ロmx90‘罰の木製の消臭槽を糞便し下部より送風路を付けハウスの下部陀通し室内忙   

送風機を設徴した。送風音熟ま大宮式8型を使用Lた。  

（2）切返えし回数と温度が乾燥購及はす影邸  

切返えし回数と温度か乾燥状況忙どのように影僻するか調べるために実機した区分と材料  

は表1のようである。  

表1． 区 分 と 材 料  

媛  糞  量  切返えし時期  切返えし国数   

1日 1回  

〝  2回  

と  状  態   

含水率78喀（窮二恒＝   

90×90×10州 βOkク   

バイチリン1【〉0㌢故布  

1 回   含水寒75停（爵一回  

朝、夕 各1回 朝、昼、夕各1  
90×90×2払汀150kク  バイチリン100タ散布  

〝  引司  

（3）調査項目   

垂内外の温度と輝度、准横真の醸酵温度、含水率、アンモエアガス、簡易消臭槽の脱臭効   

果とその効果日数等である・ 

一15－   



5．成  績  

（1）温湿度の状況（サミスター自記温湿革計陀よる）  

室内外の温湿度の測点は表2のようである。  

舎内海皮と堆績温乾の変イヒを見ると室内は展開は南側上部、平常軋 下部の個庭やゝ高い傾   

向がみられ、夜間ではやゝ下部が高い傾向にある。室内の南北を比較すれば7～9時の聞で   

は南側が北側はりやゝ高い傾向であったがこれは測点の位置と日当りの関係と入口からの空   

気の流入の関係より発生したことと思われる。地温は27～50度で大、きな変化ほなかった。  

堆領糞の偲慶変化は、四日白以陶ま50慶以上に上昇し、一日の時間的変化は少なく室温   

の変化と関係は認められなかった。切返えし回疲と櫻酵温度の関係は50度以上（堆積四日   

目）上昇した後はほぼ同じ温度であるが、それ以前では切返えしの少ない1区が高く、2回   

区、5回区ほはゞ同じであった。  

舎内外の温度は降雨日は舎内が高く他の日ほ舎内が低くかった。  

第二回の試験忙おいては室内温度の変化と堆領温鼓の変化状況は同じよう忙堆積後四日目   

以降ははゞ同じようであったが、汝酵温度は前屈より低く5C度台であった。その変化の状   

況は襲5．4．のようである。  

衷2．泡湿度測点見．取囲  

1魯外温度  

15 〝 泥度   

2 市側の上温豪   

4 〝 ●平 〝   

d  〝 ■’F 〟   

7  〝 〝憬鹿   

5 北側の上温度   

5 ／／甲 〝   

8  〝‘F 〝  

9 磯領温度切返し1L白】区  

10  〝  〝 2同区  

11 〝  〝 5国産  

12 地温深き15cm   
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表．5．禽内外温度と雀検温魔の変化（45．8．50～9，4J  
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（2）乾燥度とアン㌧電工丁ガスの変化状況  

7ンモエアガスはユリll式真空検知器を検知管lま8型を使用したd糞の水分含有僚を堆積開  

始時と四日目ごと忙測定した結果切返えし回数でIエー回区は四日目で、二、三回区より悪か   

ったが、八日目では逆忙一回区が良くなっ‰   

第二回の賛の乾燥状況iエ前回と異なり切返えし回療が多い程乾燥状態か・良かった。これは   

堆積の厚さが前回の半分の10ピ所であったために切返えしが充分忙ゆきとどいたためと思わ  

れる。  

7ンモニ7ガスと硫化水素ガスの測定は反転時に葉上10（Ⅶのところで北川式寒空法ガス   

検知器な使用して測定した結果区間では差がなく、硫化水素ガスは検知が出来なかった。  

第二回は室内の7ンモニアガス畳も堆騰が少なかったため忙検知し棉声撮も少なくなっ   

たと思われるししたが｛て漁鼻緒の効果も良か→た。その状況ほ衷5のようである。，・  

衆5．乾換建とガスの発生状況  
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乾燥状況は堆積より7日間で各底ともK50解合K含水凌が低下した1堆積の厚さが20   

爪以上では切返えしは一日一回が良く、切返えしは糞の薫軒が乾燥して変色し・てから反転し   

た方が良いと思われた。  

（5）簡易消臭槽の効果と効果日数   

消臭梱内に厚さ20‘”のもみ殻を入れこれ忙5晦の硫或鉄（エフエ・ツタ、）な混合して下部   

より室内の空気な送風し上部陀向けて通過させ消臭槽前後でアンモニ7ガスの測定をした。  

一19一   



三日間lま効果のあることが判明した。室内アン′モこ7渡変が低いと長期（7日間）陀わたっ・   

て効果があるよう陀思われる。葬dのようである。  

表d 簡易消臭槽の効果の消長（アン・モニアガスP．P．M）  

月 日  8月 29日50  測定       上皿仙佃  50        D     」 後 u  】 ≡備考  もみがら   2〔】  

9月2日、反樵直後忙150PPM、1時間後忙5t〉PMで哨兵槽中央部の消臭効果がな   

いようなので、儀麒鉄を5ゆ追加混合し中央部のもみ殻を周囲より5劇痛く鷹上げ通気の平   

均化をl周→た。   

（4）換気を中止した状棄  

9月2日、天候隠10時より送風鞍を止めて1時間50分後K桑内アンモニ7ガス、室   

温を軌托した結果、アンモニアガスほ糞上1D（竹で500PI｝M、1m上で550pPM、   

1．8mで550Pl）M。室温は上部55鹿、中郡55皮、下部5口度で堂内Kは入れない状   

報であった。11時40分より換気な開始した。   

消臭槽前のアンモニ7凛魔の低いのは室外からの流入空気により薄められて透られるためと  

思われる。  

消臭槽を通過した空気は近くKよるとやゝ臭う極度で2mはなれれは臭気はかんじられな  

かった。   

d．要  約  

ビニールハウスを利用して軟便を乾簸増や焼却機把投入しやすい状態まで忙予備的な乾燥を  

行なうととも陀取り扱い時や乾腺途中忙おける臭気も簡易な脱臭槽把よりハウス内臭気を脱臭   

して舎外忙排出しうるか試みた。  

（1）切返えし回数と乾燥状態  

堆積の厚さが2D伽と1口餌では、2口珊が切返えし回数が一回の方が乾煉度合か良く   

1D珊では同数の多い方が良かっ枯これは厚さが低くなる篠切返えしが充分Kなるためだと・   

思われ表面か乾放して変色した時打切返えすのが良いと思われた。  
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（2）7／モニ7ガスの発生  

5．4mx2．7m、軒高1．8m、株高2．2mのハウス内化合計45D桓の生鶏糞を堆積した   

場合、舎内7／モエアガスは換気扇を逆転甲で多い時は525PPM忙遷し、換気を中止し   

た時は糞上10¢竹のところで500PPM、1mで55〔トPf・M、1＿8mで・550PPMとな   

なり舎内咋入れない状態であった。  

また合計24口吻の堆積の場合は多い時で150PPMであった。  

（5）簡易脱臭槽の脱臭効果  

臭気を含んだ舎内空機を送風機で消臭槽忙送βこむと、舎内の．7／モ声7ガスは外部より   

流入する空気K措められて消臭梱正人りはゞ消臭されることか判った。ガス糸底の勘、時は   

三日程度、少ない時Iま七日程度の効果があった。（もみ殻20αll忙偵竣鉄5kダ添加）  

（4）相好温度は20仰の厚さでiま切返えし回教が一回のものか高く、二、三回ではほぼ同じで   

あっblロふの輝きでは樵稀の前半では一国切返えしが温度が高く横半になると、二、三   

国切返えしの温まが高く乾燥度合との関連では後半好況慶の勘、方が乾燥度合が良い傾向佗   

あると思われた。  

第 二 次 試 験   

1．簡易消臭僧の効果と効果日数  

（1）簡易消臭稽の構造  

ハウスの入口の反対側忙90×9ロ×90（T〝の澱の底なしの箱を作り、内側忙ビニール   

を張り底より75亡耶の所へ取りはずしの出来る金網張りの笥の子を入れてその上陀クラスロ   

ンウ‾ル50融を入れさらに麻袋を入れてもみ殻な厚さ10‘Ⅶ忙入れる。別図のようである。  
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簡易消臭槽の断面  

（2）方  法  

もみがらに消臭剤を添加またほ散布した。使用した消臭剤は表1のようである。  

表1．消  臭  材  科  
「【【－▼▼‾’▼¶【’■’【一一  

巨 供試品目   湊  用  法  

もみから10ぐ椚犀（約8桓）に対し5k9   

二 佃 鉄 粉 末   同  上   

液 体   20倍液8g   

デオデオ（香料）   20借舷8g 40病■廠8g  硫 酸 鉄 粉 末                  〟  
う O g  



1 効果およびその日数   

寵諌鉄と二価鉄の粉末は効果が認めちれたが硫酸鉄の方が良く、二億鉄の液体は勒果が   

は一）きりしなかった。デオヂオは効果があるが液体であるため忙乾供してしまうと香料の  

臭か消失する。したがって鹿改しないよう忙放水して常陀掴めらし七おくと効果日数が長  

くなる。しかしこの場合、水の効果であるか、香料の効果であるのカ■、判薩がし佗くいので  

これを知るために水のみをもみがら忙充分湿めしグラフく【コニ／ウ⊥ヤまで泡めるよう放水して  

てみると通気愚は三分の一種度低下するが臭気は消えることが判明Lハウス内忙鶏糞を   

500～500kヂ堆補した場合、五日間はやや臭気を感じるが、それ以韓では感じられな   

しも したがって投入時K一回4D倍液を充分混めした後作散布しておけは充分であった。   

充分忙湿めしても掃天であれほ2日間で鹿燥Lてしまうから、もみがらおよび臭気の状態   

をみて散水する必繋がある。  

もみがらヤクラスロニ／ウールを長期間使用するためには乾燥の後半はこれを乾塊状態忙   

しておけはよい。後半では消臭槽を通過した沸気は公軍問題な挺こす積の臭気は感じられ   

ない。  

供試品目別の効果月数沫．表2のようである。  
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潟喬は気温の高い時期では堆項後≡日日より臭気が痛くなりd日計頃から次第に弱まっ  

てゆく、消臭借上の臭気もこのハウス内臭気の消長忙したがっている。消臭槽上の臭気は  

ハウス内臭気と異なり鶏糞臭でほなく公害的な臭気ではな＼も臭気も弱く速くまで拡散し  

臭うことはなく排気の出る槽上のみである。デオデオ（ノ香料腰剤）を使用すると臭気は香  

料の臭か主となってしまうが、これも遠くまで臭気が拡散することはない。もみがらが乾  

燥しないよう忙湿めらせておくことが必項で香料も長く保つ。乾燥すると香料が消失して  

しまう。アンモニアガスの状熟ま、デオデオを使用した暗が最も多くアンモニ7ガスの消失  

力は少ないものと思われる。   

水を使用して充分忙散水することによりアンモニ7ガス、臭気を消臭することがわかり  

春、秋や気温の高くない梅雨期には水だけでも充分忙その物臭はあ→た。   

気騒が高くハウス内臭気のもっとも慮くなる期間ではや⊥臭気が強くなる。   

ビニールノ、ウス忙おける簡易消臭槽忙よる消臭法としては水を主体として臭気のもっと   

も強まる期に、デオデオ40倍夜を4～8g使用する方法カ；もっとも消臭効果かあり労力  

的忙も経済的忙も安価であると思われた。   

使用塵価額は乗5のようである。  

薫5． 脱臭剤の使用億と価額  

備  考  

エフニック  

二価鉄 粉  キ ク  

〝  液  ′、 ニニ〔  00～20ロCC  2Dへ・40  キ ク  

デ オ デ  

水   

も み が  

gglム001100－20D（£  

2．換気扇の位置と排気遺構遭と換気の関係   

ハウスNO・1号の気道換気扇の外側陀ビニ」ル張りの長方形の演り出しを作り、その下部   

より哨兵槽の底に尊びくよう陀し、ハウス2号ほ換気扇忙取り付け口50彿のロート状でそれ   

忙続く部分の径は5D勃のサラン布製の管を取り付けて消臭槽の虞に導くよう忙した。   

図1のようである。  
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図1． ビニールハウスの構造  

N0．1  

l‥… ∴＿＿ l  

…
 

㌔警七三■2m   

（1）発煙と吹流しによる空気の流動調査   

花火の焼玉な1個使穐し連が軒より上部忙充満した。換気扇を始動したその排確時間と棲   

の流れを、また應棒をハウス内の各所でたいてその流れを、吹流しは縦忙、上155（町 中   

85亡叫下2D仰のところK5ケ所、横忙前後は50伽、他は9D仰のぎ開のるケ所忙針金   

を張り、各針金忙5ケ所忙巾1朗長さ4（Ⅶの薄い和紙をつけ、その紙の鋤きと方向により気   

流を調査した。これを図示すれほ、；ヨ5のようである。  

（2）結   果  

建玉Kよる滞査でほ／、ウスNO．1号では妖気頭の回転把より命内金休忙拡がり入口中央   

部の人気口より煙が流出した。  

排煙に貸した時間は10分であった。  

ハウスNO．2号では値iま緩梓きれて紘がったが全体忙扱がることなく人気口より流出す   

ることもなく5分で耕崖できた8  
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嬢の流れは換気虜の回転により達の吸入きれている反面上下左右忙逆流の気勤を作りその  

気流は換気扇より遠ざかる程弱まっている。   

煙塵忙よる塵の動きIま換気扇よウ1．2mまでは換気扇の方向K向かって流れるが甲央部  

では媛はまうえK上昇して換気扇の方向K向かうが如きはおそい。人気ロの近くKなればふ  

たたび僅の勒ようがあり換気扇の方向に向かう。   

吹流しの場合も同様で換気扇忙近い場所では紙きれは前後K動いて、次の中段の線でlま換  

気扇の動触向か＼＼舎内中央ではあまり動きがみられない。人気ロの近くでiェ換気扇の方向  
忙向かって室臥、ていた。国5のようである∩  

図 乙  気勃調査測点と測点都の状況  

吹流し 平面図  
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〇
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靂
 
 

1
 
誠
 
 

・、 ●i・∴  
イ、ロ、ノヽの点で上、甲、下の5点で摺稗   

吹流し 横断面図  

＼  

一←す 紙きれの方向で前後ゆれ  

－▼＞－－プラ方向のゆれ   

1線は上中下とも陀前後ゆれ、2  

療は上平が前後ゆれ、下が人気口  

方向忙㊥れ、5．4線はゆれがみ  

られなしも  
5．d繚は弱いゆれであるが換気．  

席の方向へゆれる。  

1－・  

l－ 一一  

d  5  4   5  2 1   

煙り、横断面図  

／ウノ㌔りの方向   

－28一  



以上三つの方法Kよる合内気勅を総合して考察すると換気扇の回転忙より換気口に吸入さ   

れる反面、その周囲忙逆流の気道を生じ人気の方向忙流れるが換気扇より遠ざかる托したが  

って弱まり、人気ロより流入する気道の気流の主流K合流して流動してゆくよう忙思われる。   

図4のようである。  

排気道の栴造はNO．1は抵抗が多いため忙NO．2忙比較すると排気時間に倍の時間を   

要し、換気扇の能力を半減していることが判り、排気管は途中K抵坑の少ないように工作す   

ることが必要である。  

グ軋＼（ノ←ノ ｛、ノ  

さ．鶏糞の乾燥状態   

ビニールハウス忙堆増した鶏糞の乾炎状感な知るため忙‘月より9月忙綬入時と搬出時の水   

分を剰定し、その期間忙おける舎内外の気象条件な咽べた。噛横の厚さ10の汀で1日1国表面  

が黒褐色に変色乾燥した頃に切返えしな行ない調査された轄鼎ま、表4のようである。   

晴天日数の多い方が乾燥日数が減少して、晴天日数がないと乾艶日数は長くなる。る月から   

9月までの間では気温の状棄よりも晴天日数が影野してくる。贈天日が多い時忙Iま含水率70  

～80飾の鶏糞ほ15～20日で含水率2D喀前後の乾糞となり、晴天のない時では20日で   

58帝前後の状態となり、掃天日数の少ない時でlま14日で含水率40夢前後の乾燥状礫であ  

→た。含水率の低いd5喀鶏糞では8日間で20多含水率の乾放となった。堆積丑は1■武   

401呼前後で10爪革の堆積丑となる。概略的な計算をすれは約50U羽で1日40kク程度の  

排泄量となり、今後ビニールハウス利用の乾療法Kおける問題は、春、飲の梅雨期Kおける乾晩  

操期間の短縮おょび床面積の描少方法昭ついて倹討しなけれはならない。  

－29－   



表d． 渇 糞 の 乾 燥 状 態  

気  象  条  件  

‘c  ℃  喀  冊   天  堤 天  雨 天  

臥月日  月日                   て 最高   最低   10時   

7．20  う  25．0   7 58．5  2  1丘7  12  
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2  14．5  14   

〝   〝j〝  〝   〝  

9 る4．5  5  21．4  14   少圭8．1d      25‾54l17‾21  
8．25   8．50  2d－55  20－25  2d－51  dl－94   2  14、5  
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4 5D．n  
d 75．0  12．5   

2  25．0   

B   

8// 

8・2d   9． 4  17－55  12－35  17－51  ‘1－9d   2  20．0   

5   ‖ 50．01 5   50．0  10   な】8．17   8．50  24－55†17－25   20－51  58－94                い  2  14．5   

2  25．0   

9 d4．5  

4  50．D  2   

5  21．4  14   

8．2d   9 4  17－55  12－25  117－51  占1－9‘   2 20．0  5  5ロ．0   
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l   t 湿度               日 間         宇目数  極牒  日数  革命  日数  率    l‘．15  7． d  18－さ5  14－25  17－さ5  55－98  5  1rさ．7  12  －54・5  7  51．b  22  冊  7． 5  7．2d  2ふ－55  1（ト22  25－55  dl－89  2  1d．7  8！d“   2  1ム7  12  天  7．15  7．20  28－50  1ト22  24－55  占1－81  2  25．8  4 50．0   2  25．D  8      1  7．51  2d－さ5  1く；－22  25－52  dl－89                  8． 2  2d－54  118－22  25－52  dl－89     55．7            皇のl〝               ∫  〝    〝   〝  〝  〝    8．25    2ロー52  d2－89   12．5      口                                              2  25．8            場18・17   8．50  25－5る  17－25  20－51  58－94                i合                              †  8．25   8．50  2ムー55  20－25  2d－51  dl－94           u   25．D  矧     ．                  5   50．0  i7．d   7．15  28－55  21－28  24－55  5d－82  4  50．0  2  25，O1 2   25．0  8  冊！7・7   7．15  28－55  21－2∈‡  24－55  5d－82  4  571  口  14．5  2   28．d  7  L天j7・5   7．12  24－55  17－28  21－52  5d－89  4  40．0  4  40．0  2   2□．D lO  17．2d   8． 4  2d－54  19－22  25－51  d2－89  7  70．0  2  20」〕 1   
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〝 t   

〝  〝  〝   

〝   〝   〝   〟  

5  50・O1 5   5【l．0   ‘   
天   〝   〟   〝   ′   〝   〝   〝   〝   ′  ′  〝  〝   
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ハ ウ ス 内 亀 鑑  
H  

上   部  下   部  

搬入時   彊出時  NO．   10時   最 高   
最 低  T有1   

800  17ロー75   55   

〝   5D－‘5   
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100  ‘5  25－dD   

dO   〝   
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180   〝   
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む  す  び  

昭和45年鹿より4‘年度庇わたって鶏糞の火力乾燥地哩を行なう際の夏期軟便の処理な効率  

的忙行なうため忙軟便の予備電燥の方法としてビニールハウスを乗用してきたが、臭気は簡易消  

臭槽忙よりほゞ解決し得るし、昆虫類の発生もノ、ウス内が高温Kな・るため忙ノ、ウス内忙は発生し  

ても外部忙出ることlまなく死波するためK弊書の起る心配はなく、天候に患ぐまれれはビニール  

ハウスだけでも充分忙萎燥の目的を達し得るので今後梅雨期忙おける竜顔方法忙ついて更に検討   

し改善して権費の少なくて利用しやすいビニールハウス利用の乾使方法を確立する必賓がある。  
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